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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 489 △25.5 38 △85.1 39 △84.6 23 △84.5

21年3月期第3四半期 656 ― 257 ― 260 ― 152 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 1,625.79 1,623.10
21年3月期第3四半期 10,699.14 10,459.66

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 943 891 94.2 61,111.45
21年3月期 1,095 910 82.9 62,666.69

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  888百万円 21年3月期  907百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  有  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 3,100.00 3,100.00
22年3月期 ― 0.00 ―

22年3月期 
（予想）

1,600.00 1,600.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 809 △14.6 197 △49.0 200 △48.8 120 △44.8 8,316.62
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注） 詳細は、【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他 をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 当資料に記載の予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の実績等は、業績
の変化等により、予想数値と異なる場合があります。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 14,739株 21年3月期  14,680株

② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  192株 21年3月期  192株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 14,526株 21年3月期第3四半期 14,282株
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当第３四半期連結累計期間（平成21年4月1日～平成21年12月31日）におけるわが国経済は、政府による
景気対策等により緩やかな回復基調に転じていると言われているものの、企業収益の悪化や個人消費の低
迷等が継続し、さらにデフレ懸念も加わり依然として厳しい状況で推移しております。情報サービス分野
におきましても、企業の厳しい収益状況に加え、先行きの不透明感からＩＴ関連の設備投資は低調に推移
しております。 
このような経営環境の下、当社グループは、社会の緊急課題である「商品の安全・安心」に対する企業

間における商品情報交換プラットフォームとして「食品業界」、「生活関連業界（アパレル、日雑、化粧
品等、食品系以外）」、「環境・グリーン調達関連業界」に向けて継続的にソリューション提供を行って
おります。 
「食品業界」における「食の安全・安心（アカウンタビリティやトレーサビリティ）」を実現する

「FOODS eBASE」については、食品スーパーを中心とした小売企業の取引先（卸/食品メーカー）だけでな
く、食品メーカーの原材料取引先等への「無償版ソフト（eBASEjr.）」の利用普及が拡大しております。
「環境・グリーン調達関連業界」では、欧州の有害化学物質含有製品の輸出入規制に関わるREACH規則へ
の対応期限(2011年6月)が迫ってきた事から、「GREEN eBASE」の需要が活発化してきました。急速な普及
促進策として「GREEN eBASE（無償版）」を弊社Webサイトよりダウンロードを開始いたしました。その結
果、当社グループ製品の利用者は、累計で約51,000ユーザー（平成21年12月末現在）となり、商品情報交
換の標準プラットフォームとしての普及、標準化は順調に進行しております。 
当第３四半期連結累計期間で開発リリースした新製品や新サービスについては、「食品業界関連/FOODS 

eBASE」、「環境・グリーン調達関連/GREEN eBASE」、「ミドルウェアビジネス関連」、「EDI(商品マス
ター/受発注)関連」に分類されます。「食品業界関連」では、法令法規に則った原材料情報・製品情報管
理と正確な品質表示を実現する「eB-forSOUKENKUN」をリリースしました。また、食品仕様書・規格書デ
ータ登録/更新時の精度向上や点検効率を高めるための比較チェック機能「eB-check&compare」の強化に
取り組みました。「環境・グリーン調達関連」では、化学物質情報管理システム「GREEN eBASE」が業界
標準化団体のフォーマット(JAMP)の正式ツールとして認定を取得しました。また、「中国語版GREEN 
eBASE（無償版）」の配布を大手バイヤー企業と連携し海外市場への展開も開始いたしました。「ミドル
ウェアビジネス関連」では、「eBASE」をミドルウェア利用した、名刺管理、契約書管理等の各種コンテ
ンツマネージメントシステムの開発プラットホームとしてアプリケーションソフトの開発環境の整備を継
続して行いました。「EDI関連」では、商品マスター、受発注EDI等の基幹系システムに対応した「eB-
forGDS、eB-forBMS」の開発・強化に着手しました。これら重点事業領域に適合した製品開発をタイムリ
ーに行うため開発投資を積極的に行ないました。 
こうした結果、第３四半期連結累計期間の業績は、第３四半期以降での顧客のIT投資抑制による影響が

大きく食品小売や食品メーカー、家電メーカー等で延期となり、売上高は489,065千円（前年同期比
167,564千円減）となりました。 
一方、販売費及び一般管理費は、これら重点事業を遂行する上で必要な開発、サポート体制及び営業体

制の強化のための新規採用による人件費増及び製品力強化のための開発費増等により404,295千円（前年
同期比46,847千円増）となり、営業利益38,352千円（前年同期比219,582千円減）、経常利益39,960千円
（前年同期比220,187千円減）、四半期純利益は23,616千円（前年同期比129,188千円減）となりました。

  

（資産の部） 
当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ、151,632千円減少し943,718千

円となりました。主な要因は現金及び預金が32,541千円、法人税の中間納付に伴う未収法人税等が
79,503千円増加した一方で、受取手形及び売掛金が162,035千円、有価証券が償還により99,951千円
減少したこと等によるものであります。 

（負債の部） 
当第３四半期連結会計期間末の流動負債は、前連結会計年度末に比べ、133,177千円減少し52,110

千円となりました。主な要因は支払手形及び買掛金が20,943千円、未払法人税等が121,943千円減少
したこと等によるものであります。 

（純資産の部） 
当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ、18,454千円減少し

891,607千円となりました。主な要因は四半期純利益を23,616千円計上したものの、剰余金の配当を
44,912千円計上したことにより、利益剰余金が減少したこと等によるものであります。これにより自
己資本比率は94.2％となりました。 

  

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報
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当第３四半期連結累計期間における業績、今後の販売動向等を勘案し、平成21年５月14日に公表致しま
した平成22年３月期の業績予想（連結・個別）を変更しております。詳細につきましては、本日（平成22
年1月29日）公表の「平成22年３月期通期業績予想及び期末配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照
下さい。 

  
  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

（工事契約に関する会計基準の適用） 

受注制作のソフトウェアに係る収益の計上基準については、従来、検収基準を適用しておりました
が、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関す
る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期
間より適用し、第１四半期連結会計期間に着手した受注契約から、当第３四半期連結会計期間末までの
進捗部分について成果の確実性が認められる受注契約については工事進行基準（工事進捗率の見積りは
原価比例法）を、その他の受注契約については検収基準を適用しております。  
 なお、この変更による損益に与える影響はありません。 

  

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 618,715 586,174

受取手形及び売掛金 89,843 251,879

有価証券 － 99,951

仕掛品 3,573 －

貯蔵品 238 234

未収還付法人税等 79,503 －

その他 12,433 16,619

貸倒引当金 △548 △1,523

流動資産合計 803,760 953,335

固定資産   

有形固定資産 10,863 12,215

無形固定資産 4,275 3,641

投資その他の資産   

投資有価証券 100,048 100,078

その他 24,770 26,079

投資その他の資産合計 124,819 126,158

固定資産合計 139,958 142,015

資産合計 943,718 1,095,350

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,278 22,222

未払法人税等 528 122,472

その他 50,303 40,594

流動負債合計 52,110 185,288

負債合計 52,110 185,288

純資産の部   

株主資本   

資本金 190,349 189,164

資本剰余金 162,849 161,664

利益剰余金 572,146 593,443

自己株式 △36,356 △36,356

株主資本合計 888,988 907,914

少数株主持分 2,619 2,146

純資産合計 891,607 910,061

負債純資産合計 943,718 1,095,350
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 656,630 489,065

売上原価 41,247 46,417

売上総利益 615,383 442,648

販売費及び一般管理費 357,448 404,295

営業利益 257,934 38,352

営業外収益   

受取利息 2,210 1,608

その他 3 －

営業外収益合計 2,213 1,608

経常利益 260,147 39,960

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 975

有形固定資産売却益 669 －

特別利益合計 669 975

税金等調整前四半期純利益 260,817 40,935

法人税、住民税及び事業税 107,460 1,337

法人税等調整額 357 15,509

法人税等合計 107,817 16,847

少数株主利益 195 472

四半期純利益 152,805 23,616
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 260,817 40,935

減価償却費 4,465 6,420

貸倒引当金の増減額（△は減少） 69 △975

受取利息及び受取配当金 △2,210 △1,608

有形固定資産売却損益（△は益） △669 －

売上債権の増減額（△は増加） △12,202 162,035

たな卸資産の増減額（△は増加） △307 △3,577

仕入債務の増減額（△は減少） △2,121 △20,943

未払消費税等の増減額（△は減少） 3,489 △16,777

その他の資産・負債の増減額 8,232 16,934

小計 259,563 182,444

利息及び配当金の受取額 1,562 1,424

法人税等の支払額 △78,394 △200,913

営業活動によるキャッシュ・フロー 182,731 △17,044

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の売却による収入 － 100,000

定期預金の預入による支出 △130,000 △300,000

定期預金の払戻による収入 80,000 200,000

有形固定資産の取得による支出 △5,181 △3,305

有形固定資産の売却による収入 2,034 －

無形固定資産の取得による支出 △810 △2,396

投資有価証券の取得による支出 △15,500 －

貸付けによる支出 － △400

貸付金の回収による収入 771 741

差入保証金の差入による支出 △268 △2,789

差入保証金の回収による収入 214 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △68,740 △8,150

財務活動によるキャッシュ・フロー   

株式の発行による収入 8,970 2,370

自己株式の取得による支出 △25,498 －

配当金の支払額 △24,025 △44,633

財務活動によるキャッシュ・フロー △40,554 △42,263

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 73,436 △67,458

現金及び現金同等物の期首残高 227,903 486,174

現金及び現金同等物の四半期末残高 301,340 418,715
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該当事項はありません。 

  

【事業の種類別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計額に占めるeBASE事業の割合がいずれも90％を超え

るため、記載を省略しております。 

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計額に占めるeBASE事業の割合がいずれも90％を超え

るため、記載を省略しております。 

  

【所在地別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

本邦以外の国又は地域に所在する在外支店及び連結子会社がないため、該当事項はありません。 

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

本邦以外の国又は地域に所在する在外支店及び連結子会社がないため、該当事項はありません。 

  

【海外売上高】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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